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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

「よろこび 伝わる モノづくり」という経営理念のもとに、 自然環境に配慮したモノづくりや、お客

様の情報を正しく適性に扱うモノづくり、社員が安心・安全に働ける環境づくりに取り組むことで、 

SDGｓの実現を目指します。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

☐経済 

紙の印刷物の需要が減っている為、

目標達成には至らなったが、着実に

件数を増やせては来た。継続的に利

用促進に努めたい。 

FSC認証紙を使っ

た受注の年間件数 

2022年 30件 

→2025 年 100件 

2023年 47件 

2024年 50件 

2025年 59件 

☐環境 

社会 

経済 

有休取得促進の取組みにより、目標

以上に達成することができた。 

全社員の年間有休

取得平均日数 

2022年 7.9日

→2025 年 10日 

2023年 14.3日 

2024年 11.8日 

2025年 14.5日 

環境 

☐社会 

経済 

業務に支障の無いように慎重に進め

ていった為、目標達成までは至らなか

ったが、確実に実施済を増やせた。 

本社、工場内の照

明 LED化実施済 

2022年約 30％

→2025 年 100％ 

2025年末時点で 

85％程度実施済 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

3項目中の 2項目で当初の目標通りにはならなかったが、取組としては、確実に年々実績を増

やせていけた。また、こちらの目標に掲げなかった部分でも作業の効率化や古い機械の更新に

よる省エネ化など、SDGｓに繋がる取組みが行えた。 

今後も引き続き、さまざまな観点からＳＤＧｓに関する取組みを進めて参ります。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

☐経済 

持続可能な環境保全につながる FSC 認証紙を

使った印刷物を推奨及び提案。 

現在の年間 50 件前後の取扱件

数を 100件に増やす 

☐環境 

社会 

経済 

社員の安心、安全、健康が保たれる働きやすい

環境づくりを目指す。 

健康、安全に関する全社員を対

象とした研修を年に 2 回以上実

施する 

環境 

☐社会 

経済 

本社、工場内の照明を LED化 
現在 85％程度の本社、工場内の

照明 LED化を 100％へ 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 
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＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

積極的に SDGs の取り組みを行っていたり、これから取り組みたいと考えていたりする他の事業

者に対して、弊社の事業である印刷や、得意分野である広告企画等の情報発信を中心とする関

わりで、新たな SDGsの取り組みに提案、協力を行っている。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


